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「
教
育
の
質
」へ
の
挑
戦 

校
長
就
任
の
一
年
目
は
他
の
役
職
も

兼
務
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
校
長
職

に
専
心
で
き
る
環
境
の
下
で
は
今
年
で

五
年
目
と
な
り
、
一
つ
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
本
校
が
専

門
学
校
と
し
て
の
実
質
を
高
め
る
に
は

①
学
校
評
価
の
要
と
な
る
『
教
育
力
』

②
職
業
人
養
成
機
関
の
使
命
で
あ
る

『
キ
ャ
リ
ア
支
援
力
』
③
定
員
充
足
率

を
左
右
す
る
『
募
集
力
』
が
三
位
一
体

を
成
す
こ
と
で
あ
る
と
の
信
念
で
学
校

の
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。

さ
て
、
三
位
そ
れ
ぞ
れ
の
検
証
で
す

が
、『
教
育
』
に
関
し
て
は
、
同
業
校

乱
立
に
よ
る
全
入
時
代
を
迎
え
た
今

日
、
学
生
は
多
様
化
し
、
一
部
に
は
学

力
低
下
や
学
ぶ
意
欲
・
自
立
の
意
志
な

ど
の
人
間
力
の
弱
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
現
実
を
受
容
し
「
教
育
の
質
」

を
高
め
る
に
は
、
学
習
技
術
を
身
に
付

け
さ
せ
、
基
礎
学
力
を
伸
ば
す
た
め
の

学
習
支
援
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
同
時
に
進
行
し
て
い
る
専
門
教
育

に
つ
い
て
は
、
科
目
の
特
性
を
踏
ま
え

た
教
授
方
法
と
理
解
力
を
養
う
指
導
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ー

ド
ル
を
乗
り
越
え
る
に
は
一
朝
一
夕
と

は
い
か
ず
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
手
を

付
け
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育

は
「
在
り
方
」
そ
の
も
の
が
時
代
と
共

に
変
化
す
る
要
素
を
内
包
し
て
い
る
だ

け
に
、「
教
育
の

質
」
と
い
う
モ
ン

ス
タ
ー
へ
の
挑
戦

に
終
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。『
キ
ャ

リ
ア
支
援
』
に
お

い
て
は
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
並
び
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。『
募
集
』
に
つ

い
て
は
教
育
現
場
の
意
向
を
汲
ん
だ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
と
工
夫
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
併
せ
て
、
教
職
員
の
知
恵

を
活
か
し
た
受
験
生
獲
得
戦
略
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

同
業
校
の
淘
汰
が
始
ま
っ
て
い
る
昨

今
、
本
校
に
と
っ
て
も
対
岸
の
火
事
で

は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。
呉
竹
会
会
員
の

皆
様
に
は
入
学
希
望
者
の
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
と
共
に
、
本
校
の
発
展
に
ご

支
援
頂
き
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

会
長
就
任
以
来
一
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
学
園
の
理
事
長
、
学
校
長
、
教
職

員
の
皆
様
、
相
談
役
諸
氏
そ
し
て
呉
竹

会
役
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
の

一
年
で
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

呉
竹
総
会
後
の
懇
親
会
は
、
卒
業
年

度
に
よ
り
当
番
幹
事
制
を
設
け
盛
大
に

開
催
で
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
大
い
に

楽
し
い
懇
親
会
に
な
り
ま
し
た
。
次
回

の
幹
事
期
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
試
合
格
率

呉
竹
医
学
会
の
充
実
ぶ
り
に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
在
校
生
は
元
よ
り

卒
業
生
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に
な

る
内
容
で
し
た
。
業
界
屈
指
の
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
呉
竹
学
園
の
医
学
会
の
内

容
に
満
足
い
た
し
ま
し
た
。
国
家
試
験

の
合
格
率
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
毎

年
続
け
て
い
る
現
状
で
す
。
今
後
、
一

層
の
発
展
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

恒
例
の
呉
竹
祭
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。
各
学
年
、
各
科
が
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
を
も
ち
、
立
派
に
出
店
し
呉
竹
祭

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
人
気
が

あ
り
ま
し
た
。
業
者
の
展
示
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス
仲
間
と
の
友

情
の
絆
が
一
層
硬
く
結
ば
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
懇
親
会
、
医
学
会
、
呉
竹

祭
に
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

手
当
て
が

大
い
に
役
立
つ

さ
て
、
昨
年
３

月
の
東
日
本
大
震

災
に
際
し
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
や
教

職
員
の
皆
様
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

被
災
地
で
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
診
療
器

具
な
ど
何
も
無
い
被
災
地
で
は
、
鍼
灸

師
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
、
柔
道
整
復
師
ら

の
「
手
当
て
」
が
大
い
に
有
効
で
役
立

っ
た
と
の
報
告
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ご
自
分
の
業
務
を
休
ん
で
の
奉
仕

で
す
。
そ
の
勇
気
と
奉
仕
の
精
神
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

今
、業
界
は
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
国
家
資
格

で
あ
る
私
た
ち
の
業
務
に
誇
り
を
も

ち
、
日
々
研
鑽
を
さ
れ
ご
発
展
さ
れ
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

就
任
一
年
を
ふ
り
返
っ
て 

●日時：
2012年

10月20
日（土）

●会場：
東京医療

専門学校
（東京校

）

同窓生の皆さ
ん、卒業後いか
がお過ごしでし
ょうか？

今年度も５月27日（日）に主婦会館
プラザエフを会場に「卒業生の集い」
が開催されます。学校から同窓会のお
知らせが来ると行きたいような、行き
たくないような気持ちが混じって、結
局は欠席してしまっている方が多いの
ではないでしょうか。「卒業生の集い」
で旧友たちと久しぶりに再会し、一緒
に食事をしたりお酒を酌み交わしたり
しながら、近況を報告し合ったり、現
在の健康や幸せを共に歓びあったりす
る楽しさは格別です。また、同期だけ
でなく懐かしの先輩、後輩との出会い
も良いものです。しかし、教員側から
みると別の楽しみがあります。今、こ
の原稿を書きながら卒業生名簿を見て
います。懐かしい名前を見て顔を思い
出しながら、この卒業生はどこでどん
な活躍をしているのだろうかと懐かし
さに浸っています。
卒業をして学校と疎遠になっている
皆さん！「やっぱり来て良かった」と
喜んでもらえるような企画も考えてい
ます。たまには元気な姿を見せに来て
ください。そして、いろんな話を聞か
せてもらえると嬉しいです。

教員　小川　裕雄

●日時：2012年５月27日（日）14：30～
●会場：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」
●内容：平成23年度事業報告・決算報告および
平成24年度事業計画・予算案、功労者表彰など

●日時：2012年５月27日（日）15：00～
●会場：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」
●演題：「梅から覗く二刀流　抗腫瘍・抗炎症」
●講師：足立　正一先生

［AdaBio㈱ 代表取締役社長］

講演会（無料）

平　成
 

24年度
 平　成
 

24年度
 coming 

soon!
coming 
soon!

平成24年度　第44回 呉 竹 会 総 会

平成24年
度　第3

6回　呉 竹
祭 ●日時：2012年10月19日（金）

●会場：呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校）

 
■ 

平成24年度　第24回　呉竹医学会 学術大会

●日時：2012年５月27日（日）17：00～19：00

●会場：主婦会館プラザエフ
●会費：3,000円（立食形式）

ご来場
 

お待ち
して 

います
！ 

平成24年度　第３回 卒業生の集い

東
京
医
療
専
門
学
校
　
校
長
　
村
居
　
眞
琴

呉
竹
会
　
会
長
　
櫻
井
　
弘

「卒業生
の集い」

 

へのいざ
ない 
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毎
週
木
曜
開
催 

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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卒後臨床
研　　修

美容鍼 ① ② ③
美容鍼（アドバンス） ① ②
オイルマッサージ ① ②
姿勢分析に基づく軟部組織
マニュピュレーション ① ② ③
灸三昧 ① ② ③
コア・コンディショニング ① ② ③ ④

特別セミナー 基本から学ぶ呉竹指圧 ① ② ③ ④ ⑤

毎
週
水
曜
開
催

18日 25日 2日 9日 16日 23日 30日 6日 13日 20日 27日 4日 11日 18日 25日 1日 8日 15日 22日 29日 5日 12日 19日 26日 3日 10日 17日 24日 31日 7日 14日 21日 28日 5日
3週 4週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週

卒後臨床
研　　修

不妊・逆子・安産治療 ① ② ③
深部組織マッサージ ①
長野式鍼灸治療 ① ② ③
スポーツ障害の評価とケア ①
在宅リハビリ ① ②

特別講座
鍼灸はなぜ効くのか！ ①
認知症治療における鍼灸の役割 ①

講　座　名 開催日／時間／金額 講　師　／　講　義　内　容

美　容　鍼
６月７・14・21日 堀口　三恵子 先生　コウ鍼灸治療院 院長、東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科講師

美容鍼の鍼灸効果への関心が高まる昨今、美容鍼の第一人者で本校の卒業生でもある堀口三恵子先生をお迎えして、
講習会を開催します。

14～17時

9,000円　　　　　　（全３回分）

オイルマッサージ
６月28日、７月５日 牧野　寿枝 先生　ナチュラルタイム治療院 院長

オイルマッサージは肌に直接行う施術として身体の変化、病変をいち早くみつけることができ治療面、美容面のい
ずれにおいても臨床的に対処可能な手技療法の一つです。前年度に続き牧野先生が講習会を担当されます。

14～17時

6,000円　　　　　　（全２回分）

姿勢分析に基づく軟部組
織マニュピュレーション

７月12・19・26日 吉田　　実 先生　㈲SCIENCE-CURE 代表取締役、千寿整骨院 院長、日本全身咬合学会認定指導者・認定委員
臨床に役立つ姿勢分析と、関節アライメントの整列化をはかる重力理論から生まれた筋・筋膜を中心にした軟部組
織マニュピュレーションを学んでみましょう。

14～17時

9,000円　　　　　　（全３回分）

不妊・逆子・安産治療
８月22・29日、９月５日 徐　　大兼 先生　アキュラ鍼灸院 院長

不妊・不育を治療するためには高度生殖医療についての幅広い知識を身につける必要があります。この講習では患者様のバック
グラウンドや心理・精神状態を的確に把握した上での適切な情報やアドバイスの提供の仕方、及び的確な治療についてを学びます。

14～17時

9,000円　　　　　　（全３回分）

深部組織マッサージ
９月19日 広橋　憲子 先生　筑波技術大学非常勤講師、北京オリンピック競泳日本代表チームトレーナー

「深部組織マッサージ」により、無痛で、体の表層から深部までのケアーが可能となりました。今話題の、インナーマッ
スル（腸腰筋等）へも的確にアプローチ。治療、スポーツ、リラックスなど幅広く応用できる技術を、身につけましょう。

10～17時（13～14時休憩）

6,000円　　　　　　（全１回分）

長野式鍼灸治療
10月３・10・17日 村上　裕彦 先生　鍼灸治療院 尚古堂 院長

故長野潔先生が体系立てられた「長野式治療法」を、欧米で鍼灸学校の講師をされていた松本岐子先生がその素晴らし
さを世界に広めました。本講習では「長野式治療法」と「キー子（松本岐子先生）スタイル」の神髄を紹介して頂きます。

14～17時

9,000円　　　　　　（全３回分）

灸　三　昧
10月25日、11月１・８日 福島　哲也 先生　愛光堂治療院 副院長、東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科講師

お灸と一口に言っても、透熱灸・知熱灸・隔物灸・棒灸・焦灼灸・打膿灸など、様々な灸法があります。福島哲也
先生をお迎えし“深谷灸法”をはじめ、学校の授業では網羅されていない多くのテクニックや灸法を紹介して頂きます。

14～17時

9,000円　　　　　　（全３回分）

スポーツ障害の評価とケア
11月14日 山田　晃広 先生　㈱ロコ・ケア 取締役、なでしこJAPAN 澤穂希パーソナルトレーナー

スペインサッカーリーグ１部ラシン・サンタンデールのチームトレーナーの経験を持つ山田先生は、一般の方を対
象にしたボディケアやサッカー、野球などのプロ選手をサポートしておられます。今回はスポーツ障害あるいは予
防に対する鍼灸治療を指導して頂きます。

10～17時（13～14時休憩）

6,000円　　　　　　（全１回分）

在宅リハビリ
11月28日、12月５日 田中　正人 先生　理学療法士、東京医療専門学校非常勤講師

自宅介護を必要とされる方が増えている昨今、寝たきりにならないようにするため、また介護をする側の負担を少
しでも軽くするため、患者の日常生活の自立を目指す運動法を学びます。

14～17時

6,000円　　　　　　（全２回分）

【特別セミナー】
基本から学ぶ呉竹指圧

８月23・30日、９月６・13・20日 岡本　雅典 先生　東京医療専門学校非常勤講師、治療室ホスピターレ 院長
「立ち位置・姿勢・体重移動の方向と量」を決め、てこの原理を応用すれば圧をしっかりと浸透させることができます。講
義では前述の３要素に加え、「疲れない指圧を行うための５ヶ条」を学び、学んだ技術をどう応用するのかも伝授致します。

14～17時

10,000円　　　　　（全５回分）

夜
　
間
　
講
　
座

コア・コンディショニング
10月11・25日、11月８・22日 宮本　英治 先生　コアスポーツ 代表取締役、松井稼頭央パーソナルトレーナー

根本的な原因にアプローチして改善していくことが臨床現場では求められます。インナーユニットを中心としたコ
アへのアプローチを、松井稼頭央のパーソナルコーチでもある宮本英治先生をお迎えして、講座を開催します。

18～20時

8,000円　　　　　　（全４回分）

【特別講座】
鍼灸はなぜ効くのか！

６月13日 古屋　英治 先生　呉竹学園東洋医学臨床研究所所長、医学博士
鍼灸治療は物理的な刺激に対する生体反応を利用したもので、古代中国より臨床の積み重ねによって伝えられてき
ました。現代西洋医学の中で鍼灸治療を有効に利用するためには、経穴経絡や特色ある治療体系を現代版に解釈す
る必要があります。今回、疼痛管理と治未病を主体にベッドサイドで使える鍼灸治効理論を提案します。

19～21時

2,000円　　　　　　（全１回分）

【特別講座】
認知症治療における
鍼灸の役割

11月７日 中村　真通 先生　東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科科長、（社）老人病研究会 認知症Gold-QPD認定鍼灸師
老人病研究会では、「認知症Gold-QPD」と題し、認知症に特化した専門鍼灸師の育成を行っている。本講座では、
育成講座の概要を紹介し、認知症の知識を理解するとともに、実技では天津中医薬大学の韓景献教授が開発された
三焦の鍼法を紹介致します。

19～21時

2,000円　　　　　　（全１回分）

講　　座　　名 回数／時間／金額 講　師　／　講　義　内　容

美容鍼【アドバンスコース】
＊ 平成21～23年度に開催された「美
容鍼」を受講された方のみ対象

９月13・20日 堀口　三恵子 先生　コウ鍼灸治療院 院長、東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科講師
「卒後臨床研修『美容鍼』をステップアップさせた講座を受けたい」という声をアンケートで多く頂いております。
そこで前年度に引き続き、今年度も過去に『美容鍼』講座を受講された方を対象に、アドバンスコースを開講致します。

14～17時

6,000円　　　　　　（全２回分）

卒後臨床研修スケジュール  開講日　　　　　申込期間　　
＊申込開始・締切日は予定日です。多少前後致しますことをご了承ください。

卒
後
臨
床
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修
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修
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卒
後
臨
床
研
修
講
座 

平　成
24年度
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平
成
二
十
三
年
度
の
卒
後
臨
床
研
修

講
座
も
、
一
月
に
行
わ
れ
た
講
座
「
在

宅
リ
ハ
ビ
リ
」
に
て
全
講
座
を
無
事
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
し
て

頂
い
た
卒
業
生
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

卒
後
臨
床
研
修
を
開
催
し
た
初
年
度

に
は
全
部
で
三
つ
し
か
な
か
っ
た
講
座

も
、
今
年
度
は
卒
後
臨
床
研
修
が
12
講

座
、
卒
後
臨
床
研
修
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー

ス
と
し
て
３
講
座
、
治
療
院
開
業
セ
ミ

ナ
ー
が
５
講
座
に
呉
竹
指
圧
も
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
が
参
加
し
て

頂
け
る
、
東
京
医
療
専
門
学
校
の
卒
業

生
サ
ポ
ー
ト
の
ひ
と
つ
に
成
長
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
通
じ
、
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
役
立
つ
講
座
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
前
号
の
中
間
報
告
以
降
、
ま
ず

行
わ
れ
た
講
座
が
徐
大
兼
先
生
に
よ
る

『
不
妊
・
逆
子
・
安
産
治
療
』。
平
成
二

十
三
年
度
開
催
の
講
座
中
で
も
特
に
人

気
の
講
座
と
な
り
、
抽
選
で
落
選
し
て

し
ま
っ
た
方
も
多
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
二
十
四
年
度
も
引
き
続
き
開
催
致

し
ま
す
。『
深
部
組
織
マ
ッ
サ
ー
ジ
』

は
広
橋
憲
子
先
生
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

マ
ッ
サ
ー
ジ
と
深
部
組
織
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
講
義
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。『
長
野

式
鍼
灸
治
療
』
で
は
、
患
者
様
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
よ
く
診
た
上
で
の
治

療
（
長
野
式
で
は
現
在
の
病
態
の
原
因

は
過
去
に
あ
る
と
考
え
る
た
め
）
及
び

考
え
方
を
村
上
裕
彦
先
生
に
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
度
卒
後
臨

床
研
修
で
唯
一
の
灸
講
座
『
灸
三
昧
』

は
福
島
哲
也
先
生
に
、
皆
様
の
ア
ン
ケ

ー
ト
希
望
か
ら
開
催
さ
れ
た
『
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
』
は
楢
林
佳
津
美
先
生
に
講

座
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
在
学
中
に
は

学
ぶ
こ
と
の
な
い
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
効

能
と
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
を
用

い
た
手
技
に
、
皆
様
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
お
り
ま
し
た
。
山
田
晃
広
先
生
に
よ

る
『
ス
ポ
ー
ツ
鍼
灸
』
で
は
、
豊
富
な

ト
レ
ー
ナ
ー
経
験
に
基
づ
い
た
実
技
指

導
を
中
心
に
、“

膝
関
節
障
害‘“

足
関
節

捻
挫‘
の
治
療
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

臨
床
技
術
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。『
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
』
は
、
田
中
正
人
先

生
に
介
護
負
担
を
減
ら
す
、
患
者
の
日

常
生
活
の
自
立
を
目
指
す
運
動
法
を
、

夜
間
講
座
『
コ
ア
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
』
は
宮
本
英
治
先
生
に
イ
ン
ナ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
を
中
心
に
し
た
コ
ア
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
伝
授
し
て
頂
き
ま
し
た
。

卒
後
臨
床
研
修
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス

や
呉
竹
指
圧
な
ど
は
ま
だ
定
員
に
余
裕

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
講
座
で
は

申
込
人
数
が
多
く
抽
選
に
な
っ
て
い
る

講
座
も
い
く
つ
か
ご
ざ
い
ま
す
。
申
し

込
ま
れ
た
方
が
な
る
べ
く
参
加
出
来
る

よ
う
、
人
気
の
講
座
は
何
回
も
行
う
な

ど
、
皆
様
が
参
加
出
来
る
環
境
作
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コア・コンディショニング

在宅リハビリ

長野式鍼灸治療

「呉竹指圧」の解説書『よくわかる
指圧テクニック～術者の体にもやさし
い呉竹指圧』（医道の日本社刊）のフラ
ンス語版がフランス Dangles 社より
４月半ばに出版する運びとなりました。
フランス本国のみならずベルギーな

どのフランス語圏での出版となり、「呉
竹指圧」がまさに世界に羽ばたいてお
ります。
今までのヨーロッパでは比較的圧が軽めの「浪越指圧」や経

絡指圧の「増永指圧」が広まっておりましたが「テコの原理」
を多用することにより体格に恵まれない術者でも患者の体の深
部にまで簡単に垂直圧を浸透させたり、多彩な運動操作によっ
て深層の筋、例えば腸腰筋などのインナーマッスルにもアプロ
ーチ出来る治療色豊かな「呉竹指圧」が海外で評価され、この
度フランス語版の出版に至りました。
また、その価値を再認識して頂こうという強い思いから、東

京医療専門学校では平成22年よりOB・OG向けに呉竹指圧の講
習会を設けております。学生時代とは異なり、プロの目で参加
すればいかに「呉竹指圧」が臨床で役に立つ技術であるかを納
得して頂けるものと確信しております。
この講習会の特徴は、体の深部まで圧を浸透させるための押

手の形を矯正するところから始まり、指圧施術中に術者が疲労
を感じたり、腰痛を起こさないような指圧スタイルを手取り足
取り徹底的に伝授し、更には学んだテクニックを病態に応じて
どのように使い分けていくかというセンスを身に着けて頂くと
いうところにあります。
こちらの講演会にも是非ご参加ください。

フランスでの出版にあたって フランスでの出版にあたって 
岡本先生「呉竹指圧」 

ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、必要事項を記入の上FAXに
てお申し込みください。ホームページからダウンロードができない場合は、お電話にてお問い合わせ
ください（電話番号：03-3341-4043）。
受講料の入金方法につきましてもホームページに記載がございますので、合わせてご確認ください。
各講座全日程参加される方に限ります。また、実技の講習会については相互刺鍼があるため、刺激を
受けることが出来ない方（妊婦・過敏症の方）はご遠慮ください。
申込締切後、定員を超えた場合には抽選になります。ご了承ください。

申 込 方 法

平 成 23 年 度  

卒後臨床研修講座 
報　告 

深部組織マッサージ

不妊・逆子・安産治療

R
E
P
O
R
T

灸三昧

スポーツ鍼灸

卒後臨床研修講座 申込フロー  申込フロー  申込フロー  

①申込  東京医療専門学校のホームページトップページから、ページ右側にあるバナー『呉竹
会会員の皆様へ』を開き、ご希望の講座の申込用紙をダウンロードし、記入後学
校へFAXにてお送りください。 

受講票を事務窓口で
お渡し致します。 
講座が行われる教室
へのご案内を致しま
す。 

定員超えによる抽選にもれた場合 
抽選にもれた旨を書面にてお伝え致
します。 
基本的には参加は出来ませんが、キャ
ンセルが出た場合もう一度抽選を行
い、受講可能になった方には学校より
お電話致します。 

申込キャンセルの場合 
申込締切前　・ご連絡ください。 

申込締切後（振込前まで） 

　　　　　　　・キャンセル待ちの方へのご連絡もありますので、

早急にご連絡ください。 

受講料振込後　・早急にご連絡ください。キャンセル料1,000円及

び振込手数料を差し引いた上で、ご指定の口座にお

振り込み致します。 

キャンセルのお電話が頂けない場合 

　　　　　　　・次回以降、参加が制限される場合がございます。

ご注意ください。 

②申込  
　締切  

③受講日 
　当　日 

受講可能な場合 
学校より受講料の振り込み願いが
お手元に届きます。 
指定口座へのお振り込みをお願い
します。 
また、当日までにご用意して頂く
ものについてもご案内致します。 
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ャ
リ
テ
ィ
ー
鍼
灸
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
今
年
も
大
盛
況

で
あ
り
、
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
社

会
福
祉
法
人
・
日
本
盲
人
会
連
合
へ

寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
呉
竹
祭
は
、
平
成
二
十
四

年
十
月
二
十
日
（
土
）
に
行
い
ま
す
。

卒
業
生
の
方
、
ま
た
、
入
学
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
、
学
校
・
学
生
の
雰

囲
気
を
感
じ
る
良
い
機
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
五
日

（
土
）、
四
谷
校
舎
に
て
第
三
十
五
回

呉
竹
祭
『
呉
ー
ジ
ーFe

stival!

』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
に
よ
る

趣
向
を
凝
ら
し
た
数
多
く
の
出
店
や

三
味
線
同
好
会
に
よ
る
見
事
な
演

奏
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
例
年
行
わ
れ
て
い
る
チ

今回は、毎年夏休みに開催される『上海中医薬
大学短期留学』の研修コースをご紹介します。

①鍼灸コース：鍼灸科が学ぶはり・きゅうのルーツの地、中国の病院で実際
に行われている治療を見学します。日本の鍼灸治療院ではあまり遭遇するこ
とのない大変興味深い疾患の治療を見学することもあります。もちろん中国
鍼の基礎実技指導から中医学の基礎理論まで、細かく学ぶことができます。
②推拿コース：中国では、マッサージは推拿術として医師のみが行える医療
です。日本のマッサージとは一味も二味も違う施術を基礎から学びます。
もちろんこのコースも病院における治療も見学します。
③解剖コース：日本では医師・歯科医師のみが行うことのできる解剖実習を見
学ではなく、実際にメスを持って実習します。各教室では中国の解剖学のエ
キスパートの先生が細かく指導してくださり、教科書では理解できなかった
人体の構造を目の当りにし、感動と共に知識を確実なものとしていきます。
④総合コース：①②③のコースの入門編ではありますが、このコースのみ１年
生から参加できます。２・３年生は知識の確認と共に新たな発見を、１年生
はこれからの自分の道への希望を見出すことと思
います。

帰りの飛行機では参加した
方々の成長し自信に満ちた顔
が印象的です。

話
頂
ま
し
た
。

そ
の
他
、
教
育
講
演
、
実
技
セ
ッ

シ
ョ
ン
等
大
変
興
味
深
い
テ
ー
マ
の

講
演
が
並
び
ま
し
た
。
初
め
て
大
宮

校
舎
に
伺
っ
た
学
生
も
多
く
、
さ
な

が
ら
学
校
見
学
の
よ
う
に
構
内
を
忙

し
く
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年

の
医
学
会
は
呉
竹
鍼
灸
柔
整
専
門
学

校
（
横
浜
校
）
で
行
わ
れ
ま
す
。
横

浜
校
で
開
催
す
る
の
は
二
年
ぶ
り
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
充
実
し
た
医
学

会
に
す
る
た
め
教
職
員
一
同
で
講
演

内
容
等
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年

の
呉
竹
医
学
会
も
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日（
金
）

に
呉
竹
医
療
専
門
学
校
（
大
宮
校
）

に
お
い
て
、
第
二
十
三
回
呉
竹
医
学

会
学
術
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
ス

ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所

長
・
勝
川
史
憲
准
教
授
を
お
招
き
し

て
「
生
活
習
慣
予
備
軍
に
対
す
る
食

事
と
運
動
の
正
し
い
知
識
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
お
い
て
、
生
活
習
慣
病
重

症
化
を
予
防
す
る
た
め
の
具
体
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
詳
し
く
お

第35回
 

呉竹祭
 

第23回
 

呉竹医学
会 

学術大会
 

入学式 

第24回
 

上海中医
薬大学 

短期留学
 

緊張と期待にあ
ふれた顔に、教職
員も頑張ろうとい
う気持ちが高まり
ます！

３年前、この朝
日ホールに新入生
として臨んでいた
学生達は、今同じ
場に立派な医療人
として参列してい
ました。

卒業式 

ご入学・ご卒業 
　　おめでとうございます！ 
ご入学・ご卒業 
　　おめでとうございます！ 
ご入学・ご卒業 
　　おめでとうございます！ 
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私は青年海外協力隊の鍼灸マッサージ師隊員として、中米
のホンジュラスで約２年間活動してきました。私の活動内容
は視覚障害者の職業訓練校マッサージクラスにおいてリフレ
クソロジーと指圧の技術指導をするということでした。
『何もない』と聞いて皆さんどの程度を想像するでしょ

うか？　着任当初、筋模型・骨模型など高価なものはある
はずもなく、スペイン語圏なのに英語の解剖のポスターが
貼られていました。解剖学の教科書は一冊しかなく、しか
も点字のみ。雨季は雨漏りで水浸し。太陽光の望めない教
室の電灯は消え、真昼でも涼しげな雰囲気でした。
本来提供されるべき、意欲ある彼らに合った学習環境を

作る事を目指し、１年目はとにかく良いと思った事を全てしました。使えそうな資料を片端から
点字に起こし、前任者が残したあん摩の教科書も点字に起こし、同僚と復習・技術向上を図り、
リフレクソロジーの教科書作りも始めました。解剖学に必要な項目も増やし、常に彼らに合う教

材は何か、どの手法かを探り続けました。
活動がうまく行き始めたのは１年が過ぎた頃、触覚で足裏の反射区の

位置を感じ取れる手作りの立体地図を披露した時でした。カラフルな立
体地図を作り教材として利用する発想がなかったのだと思います。お互
いに理解し合えた時でした。そしてこの学校で一番の太陽光量を誇る、

一番大きな教室へ引っ越しました。
更に幸運なことに前々から私が提案し続け、配属先が進めていた付属治療院設置プロジェクト

に対しホンジュラス政府から認可が下り、さらにホンジュラス職業訓練省が配属先の卒業生に連
名で修了証書を出すことになりました。これは今後、生徒たちの社会進出、自立を助ける大きな
変化でした。
同じ頃に始めた「15分無料マッサージ」実習が大きな反響を呼び、約２時間で終わる実習に毎回

30人を超える人たちが来てくれました。生徒たちにマッサージ師としての責任感と、私が参加でき
ない日でも生徒たちが積極的に実習を行うという自主性も生まれました。「これで何か飲んでね」
とチップを渡された時の生徒の笑顔はいま思い出しても胸がいっぱいになります。あきらめないで
良かったと思えた瞬間でした。その意欲のまま、私の受け持つ生徒全員がリフレクソロジーの試験
に合格し修了証書を手にしました。
生まれた国が違い発想も物事を進めるスピードも違うこの国での経

験は、私の考え方を豊かにし視野も広げました。大きな変化の時期に
ここで活動できた事、そしてこの機会を与えてくれた全ての人たちに
感謝しています。

　　　  「学生向けコア・ 
　　　　  コンディショニングセミナー」 

夜間部専科２年　藤崎　裕太 
　体幹の重要性や身体の使い方
について学び、患者さんを診る視
点が大きく変わります。１年生だ
と授業についていくだけで精一
杯かもしれませんが、色々なセ 
ミナーに参加すると知識 
の幅が広がりますよ！ 

し
た
。

今
後
も
市
場
拡
大
と
自
己
研
鑽
の

た
め
に
、
積
極
的
に
こ
う
い
っ
た
活

動
へ
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
（
教
員
　
平
野
　
智
子
）

鍼
）
を
貼
付
し
ま
し
た
。
鍼
治
療
を

初
め
て
受
け
る
方
も
多
く
い
ま
し
た

が
、
選
手
の
愁
訴
と
し
て
多
か
っ
た

足
腰
の
疲
れ
が
軽
減
し
た
と
い
う
効

果
の
声
か
ら
か
、
一
時
二
十
人
を
超

え
る
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。
中
に

は
本
格
的
な
鍼
灸

治
療
も
受
け
て
み

た
い
と
い
う
選
手

も
出
て
く
る
ほ
ど
で
、
新
宿
区
鍼
灸

師
会
の
活
動
目
的
で
あ
っ
た
鍼
灸
の

普
及
と
啓
蒙
を
果
た
せ
た
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
来
る
人
が
全
員
ア
ス
リ

ー
ト
だ
と
い
う
稀
有
な
経
験
や
他
の

鍼
灸
師
の
先
生
方
と
の
交
流
も
あ

り
、
自
身
の
勉
強
の
場
に
も
な
り
ま

を
行
い
ま
し
た
。
一
万
五
千
余
人
が

参
加
す
る
レ
ー
ス
で
五
百
六
十
人
の

方
に
受
療
い
た
だ
き
ま
し
た
。

施
術
者
は
全
員
感
染
対
策
の
た
め

グ
ロ
ー
ブ
を
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
綿

花
で
施
術
部
位
を
消
毒
し
た
上
で
パ

イ
オ
ネ
ッ
ク
ス
（
シ
ー
ル
型
の
置
き

ま
し
た
。
事
前
研
修
を
受
け
た
鍼
灸

有
資
格
者
と
東
京
医
療
専
門
学
校
の

学
生
を
含
む
約
四
十
人
が
参
加
し
、

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
な
っ
た

国
立
競
技
場
に
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

レ
ー
ス
前
後
の
ラ
ン
ナ
ー
に
鍼
治
療

平
成
二
十
四
年
一
月
十
五
日
、
第

10
回
新
宿
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

で
新
宿
区
鍼
灸
師
会
が
開
催
し
た

「
ツ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加
し

ツ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

青年海外協力隊の経験を通して
山地　貴子（2002年度本科卒業） 海外より

 

卒業生の
報告 

キャン
パスラ

イフ 

no
w!

東京医療専門学校には楽しいイベント・セミナーが盛りだ
くさん！在校生にそのおもしろさを伝えて頂きましょう！

卒　　前 
特別講座 

中国研修
 

イベン
ト 

「同好会（三味線）」 
Ⅰ部本科２年１組　岡村　　桂 

　『弦は脈診に通ずる』との顧問の小 
杉先生のお言葉もあり、入部させていた
だきました。   長続きしている理由の一
つは、東洋医学の分野でさまざまな角度
から勉強をされてきた、先輩方や先生方
との出会いです。同好会内で交わされる
さまざまな流派や臨床現場でのお話、勉
強会など、視野が広がり、今後の道を選 
択する上でとても参考になります。 
部員が可能な活動時間で行ってお 
り、無理なく活動できます。ご興 

味ある方のご参加をお 
待ちしております。 

 「解剖見学実習」 
Ⅰ部専科３年１組　根津　陽子 

　鍼・灸の勉強をしていると、
実際の体の構造を直に目で見
たくなります。解剖見学実習で
は、文字やイラストでは理解し
にくい身体の内部を見ること
ができ、とても勉強になりまし
た。解剖に抵抗を感じる方も中
にはいるかもしれませんが、参
加して得る経験も大きいで 
すので、良ければぜひ 
参加してみてくだ 

さい。 

「医学会」 
Ⅰ部柔整科２年２組　永田　裕人 

　医学会は毎年行う呉竹学園のビッ
クイベント！教員・学生の研究発表
はもちろん、著名な教授の講演もあ
り、まさに「学びの祭典」。私は、柔道
の技の原理や麻酔のない時代に、施
術においてどのように患者さんへの 
負担を減らしたのか、柔整の歴史と
柔道整復師の原点というテーマで研 
究致しました。新入生が今後ど 
のような研究をし発表する 
のか、私も楽しみにして 

おります。 

　　　　 「学生向け 
　　　　　　  美容鍼セミナー」 

Ⅰ部専科３年１組　a橋　　恵 
　最近話題となっている「美容鍼」。
学校で学べます！技術習得の楽しさ
に加えて美肌・美容・鍼の効果につい
ての質疑応答は臨床への意欲を刺激 
する内容で、５回の講習はあっと 
いう間です。興味のある方はぜ 
ひ参加されることをオスス 

メします！ 

「中国研修」 
Ⅰ部本科１年２組　野口　智子 

　入学してからわずか４カ月 
での研修参加は何もかもが新鮮
でした。呉竹学園の中国研修は実
際に参加しないと分からない魅 
力でいっぱいです。とても刺激 
的で感動的な５日間でした。 
研修は全学年合同です。ぜ 
ひ一緒に中医学を学び 

ましょう！ 

「中国研修」 
Ⅰ部本科２年２組　諸喜田睦子 

　中国研修は教員も学生もみ
んなが楽しみにしてるイベン
トです！大三川先生の“ウルト 
　ラソウル”の掛け声が元気 
に響き渡る中国研修は、 
新入生も必見です！ 

「体育大会」 
Ⅰ部本科３年２組　長谷川和紀 

　柔整科・本科在籍の６年間、雨
で中止の１回を除き計５回参加
させて頂きました。みんなの熱気
がとても楽しく、クラスの団結を
深めました。高校時代の体育祭を
思い出します。好きな競技に出ら 
れますので、運動が苦手な方 
でも大丈夫！○×クイ 
ズがあります！ 

 「呉竹祭」 
呉竹祭実行委員長 

Ⅰ部本科２年２組  中塩とも子 
　呉竹祭はみんなで出し物を考
え、準備し当日に望みます！関
わったすべての人達が盛り上げ
ようと頑張る姿に「深い絆」を感 
じ心温かくなるイベントで 
す！新入生が参加され 
る日を楽しみに待 
っています！ 

「中医学セミナー」  
Ⅰ部本科３年１組　佐藤　　学 

　初めはおっかなびっくりの中国 
鍼でしたが、いつの間にか楽しくな
っていました。他にも中医学・吸い玉
など、知らない事を知るのはとても
刺激的で、自分の視野が少し広くな
ったような気がします。新入生だと
　まだ分からないことも多いと思 
　　いますが、中医学セミナーで 
「知る」楽しさ、感じてほし 

いです。 
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先輩に学ぶ成功の秘訣 先輩に学ぶ成功の秘訣 

　この度、東京医療専門学校では、卒業生・在校生（この夏には同窓生全員が利用出来
る様になります）向けに『呉竹学園　求人システム』を導入致しました。 
 全国の治療院などから寄せられる求人情報をご自宅や外出先から検索出来ますので、就職活動に是非
ご活用頂ければと思います。（夏頃完成予定） 
　なお、本システム利用には登録番号が必要になります。同封の呉竹維持会費振込 
依頼書記載の番号が、登録番号となりますのでご確認下さい。 
　呉竹学園求人システム　https://www.kuretake.org/member/ 
　当システムに掲載希望の治療院様　http://www.kuretake.ac.jp/recruit.htm

現場で養う医療の心 

資格を活かすために!!資格を活かすために!!資格を活かすために!!

キャリア教育 キャリアガイダンス 

専門的技能取得 

職業教育 インターンシップ（就業体験） 

資格取得 

専

門

学

校 

職業教育とキャリア教育の位置付け 
求人・就職情報 検索できます！ 検索できます！ 

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス 

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
昨
年
に
続

き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
学
校
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、
社
会

的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
自
ら
の
役

割
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
鍼

灸
師
・
柔
整
師
と
し
て
社
会
的
・
職

業
的
な
自
立
と
資
格
を
活
か
し
た
役

割
の
価
値
を
見
出
し
て
く
れ
る
こ
と

を
目
的
に
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
二
年
生
を
対
象
に
し
た

講
演
と
し
て
、
小
川
眞
悟
先
生
（
メ

デ
ィ
ケ
ア
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ン
タ

ー
院
長
）
に
よ
る
『
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
の
地
域
社
会
で
果
た
す
役
割
』、

佐
藤
宏
之
先
生
（
さ
と
う
鍼
灸
院
院

長
）
の
『
鍼
灸
開
業
に
至
る
ま
で
』

の
二
つ
の
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。三
年
生
対
象
の
講
演
と
し
て
は
、

昨
年
に
続
き
松
丸
修
先
生
（
株
式
会

社
ウ
ィ
ル
ワ
ン
代
表
取
締
役
）
に

『
雇
用
者
側
が
求
め
る
鍼
灸
師
像
と

は
』、
高
野
耕
造
先
生
（
高
野
鍼
灸

院
院
長
）
に
は
『
開
業
の
成
功
は

技
術
力
に
あ
り
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
お
話
頂
き
ま
し
た
。

二
年
生
は
国
家
試
験
も
ま
だ
遠

く
卒
業
ま
で
に
ま
だ
時
間
が
あ
る

の
で
、
就
職
活
動
に
即
役
立
つ
講

演
で
は
な
く
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
は
何
が
出
来
る
の
か
、
地
域
社

会
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
さ
せ
、
広
い
見
識
を
持
た
す

よ
う
小
川
先
生
に
お
話
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
の
在
校
生
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
開
業
の
仕
方
を
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
多
く
頂

き
ま
し
た
の
で
、
二
年
生
に
は
少
し

早
い
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
佐

藤
先
生
の
実
体
験
を
基
に
一
か
ら
お

話
頂
き
ま
し
た
。
三
年
生
の
講
演
は

や
は
り
即
役
立
つ
テ
ー
マ
、
昨
年
に

続
き
『
雇
用
者
側
が
求
め
る
鍼
灸
師

像
と
は
』
で
す
。
国
家
試
験
前
か
ら

就
職
活
動
を
す
る
学
生
も
お
り
、
昨

年
の
講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
評

判
の
良
か
っ
た
松
丸
先
生
の
講
演
を

今
年
度
も
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
ま

た
同
じ
「
開
業
」
を
テ
ー
マ
に
す
る

講
演
で
も
、
三
年
生
に
は
二
年
生
へ

の
講
演
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
高
野
先

生
の
『
開
業
の
成
功
は
技
術
力
に
あ

り
』
を
設
け
、
よ
り
実
践
的
な
内
容

を
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
も
講
師
と
講
義
内
容

を
吟
味
し
、
学
生
に
役
立
つ
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
予
定
で
す
。

佐藤宏之先生 小川眞悟先生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

本
校
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
よ

り
職
業
教
育
の
一
環
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
が
導
入
さ
れ
、
専

門
職
を
養
成
す
る
専
門
学
校
と
し
て

の
使
命
を
よ
り
明
確
に
打
ち
出
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
制
度
の
対
象
学
年
は
、“

鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
（
本
科
）‘“

鍼
灸

科
（
専
科
）‘“

柔
道
整
復
科‘

の
二

年
生
の
希
望
者
と
な
り
ま
す
。

“

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
（
本
科
）‘

“

鍼
灸
科
（
専
科
）‘

で
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実
習
期
間
は
春
期
（
六

〜
七
月
）、
秋
期
（
九
〜
十
二
月
）

の
二
期
か
ら
な
っ
て
お
り
、
平
成
二

十
三
年
度
の
春
期
受
入
施
設
は
四
十

三
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

参
加
者
は
延
七
十
二
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

写
真
は
、
不
妊
治
療
・
妊
産
婦
治

療
で
豊
富
な
経
験
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
小
玉
秀
子
先
生
の
経
営
す
る
『
ひ

ま
わ
り
鍼
灸
治
療
院
』
で
の
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
で
の
見
学
風
景
で
す
。
小
玉

先
生
は
本
校
・
鍼
灸
科
の
卒
業
生
で

あ
り
、
自
分
の
後
輩
に
も
鍼
灸
臨
床

の
道
を
歩
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
強

い
思
い
か
ら
、
快
く
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

で
の
指
導
ま
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
臨
床
家
と
し
て

だ
け
で
な
く
経
営
者
と
し
て
も
、
今

日
に
至
る
ま
で
の
苦
労
話
・
失
敗
談

な
ど
飾
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平成23年　秋実施　インターンシップ協力治療院　一覧 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14

進藤カイロプラクティック療術院 津田　聖子 先生 

増田鍼療所 増田　眞彦 先生 

斉藤鍼温灸院 斉藤　隆夫 先生 

鍼灸治療室　旗の台 岡安　　清 先生 

生脉法鍼灸 内山　眞喜 先生 

マイケル＆マック 松本　和臣 先生 

J.Mトレーナー鍼灸マッサージ治療院 安達　淳子 先生 

アテナ鍼灸マッサージ 熊田　憲夫 先生 

銀座ナチュラルタイム 渡辺　佳子 先生 

さくら堂はり灸治療院 柳原　功典 先生 

聖泉鍼灸院 中村　耕三 先生 

治療室ホスピターレ 岡本　雅典 先生 

天使のたまご 藤原　亜希 先生 

東京ヘルスケア機能訓練センター 長尾　雅人 先生 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27

メビウス銀座治療院 金谷　義孝 先生 

岩元鍼灸院接骨院 岩元　健朗 先生 

あさひろ鍼灸接骨院グループ 林　　云海 先生 

あみ鍼灸接骨院グループ 小林　秀年 先生 

関鍼灸・接骨院 関　　研二 先生 

シー・エム・シー整骨院グループ 近藤　昌之 先生 

安心堂鍼灸接骨院グループ 伊藤　裕徳 先生 

東銀座整骨・鍼灸・整体院 関　　修一 先生 

ひまわり鍼灸治療院 小玉　秀子 先生 

東西総合医療研究所 村松　　努 先生 

青葉鍼灸　整骨院 井上　尚弥 先生 

東洋堂鍼灸院 飯田　孝道 先生 

ごうだ整骨院　鍼灸院 合田　香奈 先生 

ご協力ありがとうございました。 

名　　　　称 責  任  者 名　　　　称 責  任  者 

インターンシップに協力して頂ける治療院を募集しております。
連絡先：東京医療専門学校　03-3341-4043（担当：大三川）
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昨年は、マグニチュ
ード9.0の東日本大震災

の衝撃が全世界を駆け巡りました。福島の原
発も火災を起こし、原子炉もメルトダウンを
おこし、放射能汚染は東北から関東全域に及
び、海も親潮と平行して南下する沿岸流が河
川の放射能を福島、茨城、千葉、東京湾へと
運び、海底土壌が汚染され続けております。
台風も紀伊半島を襲い、もの凄い水災害をも
たらしました。また、東南アジアのタイでは
水害をうけ、たくさんの日本企業も経済的ダ
メージを受けました。本当にこれ以上無いほ
ど、心、経済、家族や企業の根幹にダメージ
を受けた年でした。かなりの数のイベントや
祭り、花火大会なども自粛、わが呉竹学園も
卒業式が出来ませんでした。イベント事やお

祝いの式典などは自粛されました。
そんな辛い年でしたが神奈川支部の呉竹会は元気です！昨年も支

部総会に研究会に支部の先生たちは精力的に活動しました。2011年
６月19日の神奈川支部総会＆研究会＆懇親会に向けて、何回かの準
備会と打合せ会をへて、当日は震災で犠牲になられた方達に黙祷を
捧げる事から始まりました。15～18時まで約20人の会員の先生が集
まってくださいました。研究会では電位氣療法の勉強を致しました。
明日の治療にすぐに役立つ良いものだと皆喜んでいました。懇親会
でも研究会の延長のような話と、治療所のお話や学校の事など、特
にくれたけだよりが新しくなることなど含めて、和気藹々と和やか
な内に終わりました。 （佐藤　祐司・石森　勇治）

神奈川支部

呉竹会の皆様、お元気
ですか？個人情報保護法

等により、直接皆様にお知らせをすることがで
きません。呉竹会にも埼玉支部があるので、こ
れを機会に、いろいろな活動を通じて皆様と交
流させていただきたいと思っております。
埼玉支部では、埼玉県接骨師会会長、東京都

柔道接骨師会学術部長をお招きしての研修会、
私の知る限りでは日本一の女性手技療法の新藤
先生の実技指導会、また、呉竹医療専門学校・
大宮校の公開講座。「画像診断の…」「腰痛の…」
「肩・膝関節の…」「メディカルチェック体操療
法の…」などなど講習会、研修会で集まり、会
員相互の交流を図っております。
開業数十年、教員、資格取得したばかり、学

生…みんなが集まり「どんなところに就職した
らいいのか？」「求人してるけどなんで応募が無
いの？」「業界はどうなってるの？」「患者さん
はどこに行ったの？」「どうやって開業するの？」
「こんな症例はどうしましょう？」「専門医への
紹介は？」…「あぁ～、なるほど。そんな考え
やそんなことがあるんだ」と、お互いに学びあ
い、お互いに成長をしていく集まりです。
是非皆様、日々の生活を充実させ、将来を繁

栄させるために一緒に活動しましょう。
（支部会長　赤野　威尚）

【連絡先】支部会長　赤野　威尚
〒343-0845 埼玉県越谷市南越谷1-5-2
電話 048-985-5566

埼 玉 支 部

昨年は東日本大地震で東北三県は未曽有の
災害に見舞われました。栃木県も１月現在、

家屋の全半壊が2,335棟・一部損壊70,000棟以上と甚大な被害を受け
ました。発生からもうすぐ１年、今もなお避難等を余儀なくされて
おります方々に、ここで改めて心よりお見舞い申し上げます。
さて、昨年の11月５日に第24回全国スポーツリクリエイション祭

が栃木県で開催されました。この大会は各都道府県持ち回り方式で
毎年開催される生涯スポーツの祭典で、５日の開会式には全国から
約２万5,000人が参加しました。会場内には健康スポーツコーナー
が設けられ、栃木県柔整師会（呉竹会から２人）では骨密度の
無料測定、健康相談、テーピング教室などを実施しました。参
加者がスポーツ愛好者ということで、常日頃健康に留意してい
るためか、我々のブースに関心深く終了するまで大盛況でした。
骨密度測定者は500人を超え、テープは２日間で60本使用、な
かには外国人もテーピングに訪れておりました。また今回別の
ブースでは、鍼灸マッサージの無料体験コーナーもあり、多く
の人が列を作っておりました。
これからもこのようなイベント等には積極的に参加して、よ

り一層あはき・柔整の知名度を高め、地位の向上を図ると共に、
医療、福祉の現場においてもより一層貢献していかなければな
らないと思います。

（支部会長　増田　重夫・事務局長　福田　　実）
【連絡先】支部会長　増田　重夫・事務局長　福田　　実
〒322-0076 栃木県鹿沼市上日向628-4 電話 0289-65-2141

栃 木 支 部

寒いですねの挨拶が日常語になるほど、今年の冬は寒かったですが、皆様はイン
フルエンザに罹ったりはしませんでしたか。今年の冬の気温は、例年よりも寒かったですね。そのせいか
神経痛や慢性疾患の患者が多いように思いました。それと茨城
は、交通事故件数が全国ワースト３に入ってしまいまして、交
通事故の患者が例年より多いような気がしました。雪が降った
後、寒さで路面が凍結して転倒する事故が頻発しましたね。お
互いに「気を付けて帰ってね」と声かけ合いました。
震災から早いもので１年が経ちましたが、未だに復興は思う

ように進んでいないような気がします。屋根瓦やぐしは、生産
と施行が追いついていなくて、ビニールで覆ってしのいでいる
のが現状で全ての屋根が治るまで、あと２年から３年くらいか
かるそうです。
まだまだ続く余震、慣れっこになっていませんか。皆様が

「のど元過ぎれば熱さ忘れず」の教訓を忘れないでほしいです。
絆だけが独り歩きしないようにしましょう。 （倉持　栄一）

茨 城 支 部

久しぶりの勉強会を
平成23年度は２回開催

しました。第１回は６月19日（日）京橋区民
館において37人の会員の参加で行いました。
第１部は金谷義孝先生を講師にお迎えし「ち
ょっと得する裏テクニック」をテーマに行わ
れ、笑いと共に「こんな方法があるのか」と
の声が囁かれました。午後の第２部は、今回
の目玉、いま最も注目されている美容鍼灸の堀口三恵子先生の理論と実技で、受講者を魅了しました。
第３部は、「自立神経免疫療法」で素晴らしい成果をあげられている東京支部会長の安藤隆一先生が、
癌克服の免疫療法実技を行いました。また、前立腺癌で余命半年と宣告されたが、奇跡的に回復され
た患者さん本人から近況を語って頂きました。最後には次回の参考のため、それぞれにアンケートを
行いました。なお、今回の収支報告は紙面の都合上、詳細は省きますが、会費は会員3,000円・学生
2,000円と設定しました。参加者が多かったので会場費・講師料を支出しても若干の黒字でした。
第２回目の勉強会は日程の調整に手間取り、年末になってしまいました。「柔整師・鍼灸師マッサー

ジ師に必要な、臨床徒手検査法と物療機器の有効な使用方法」と銘打ち12月11日（日）午後から行い
ました。物療機器を使用する関係から武田悠詳先生の治療院である三軒茶屋の(株)五健整骨院本社ビル
３階で行いました。徒手検査法も物療機器の有効な使用法も臨床で充分に役立ち、大変有意義な内容
でした。第２回目は12月の繁忙期でもあり、参加者は12人と少数でしたが、講師料・会場使用料等を
武田先生から寄付して頂いたため、少ない赤字で済みました。
それぞれのアンケート結果は大好評で、定期的開催と、時期的なものや、会場を学校にとの希望が

目立ちました。参加者をたくさん集めるには、会報・DM・HP等、何らかでの通知が必要になります。
今回は呉竹会会報・東京支部 HP と過去の勉強会や総会の参加者を軸に、通知文を200人程に送付しま
した。かつて東京支部会報を発行していた時は情報伝達が容易でしたが、会報の印刷費と約5,000人会
員の通信料だけでも、１回の発行で財政が破綻してしまいます。どのようにして皆様に知らせるか？

会場をどうするか？問題は山積しています。今夏も開催する
予定ですので、東京支部HPは定期的に開いてください。また、
今後の勉強会存続のためにも、皆様から良いお知恵を拝借さ
せてください。 （事務局長　金谷　義孝）
【連絡先】支部会長　安藤　隆一・事務局長　金谷　義孝
〒104-0061 東京都中央区銀座3-11-16-2F
電話 03-5565-3789 事務局Ｅメール k.iaa@ac.auone-net.jp
HPアドレス http://kuretake-t.jp

東 京 支 部

武藤和浩会員が講演

社団法人群馬県接骨師

会の平成23年度第２回生涯学習講習会
が２月12

日、県農協ビル大ホールで
開催された。武藤和

浩会員（昭和47年柔整科卒）は、「金属副
子を

利用したベンネット骨折の
固定」と題して、従

来のものより発展させた固
定法を紹介した。ベ

ンネット骨折は末梢骨片が
下に落ち、完全な固

定を持続することが難しい
ため、牽引効果が期

待できる金属副子を考案し
、治療効果を得てい

ると講演した。当日は160人の会員が熱心に聴

講した。

群 馬 支 部
松本圭史会員が救護活動

松本圭史会員（平成15年柔整科卒）は、平成

23年３月の東日本大震災に際
し、群馬県接骨師

赤十字奉仕団（牛込信喜団
長）の団員として、

前橋赤十字病院の救護班15班に医師、看護師、

薬剤師、日赤支部調整員と
ともに釜石市地区で

救護支援活動に同行し巡回
診療を行ってきた。

松本会員は「何より印象的
だったのは津波被害

現場の悲惨な光景と被災者
が語る体験談などで

す。また、活動させてもら
える機会を与えてい

ただけたのは私が接骨師で
あったからこそだと

思い改めて接骨師であるこ
との誇りと喜びを感

じることができました」と
述べた。

（牛込　信喜）

昨年は歴史的大震災が起こりました。ご家
族やお友達が被災された方も多いと思います。

お見舞い申し上げます。千葉県も旭地区に津波がやってきました。
被災後すぐ、会員の先生方と協力して救護に入りました。千葉県旭
市飯岡地区４つの避難所に対して12人の救護スタッフが交代で入り
ました。千葉県医療整備課の協力を得て実現しました。
今回の大震災では、千葉が落ち着いてからは福島県相馬郡に救援

隊を送り、義援金活動や被災者への空室提供など、多くの協力をい
ただきました。日頃の勉強の積み重ねと会のチームワークの力だと
思っています。必ず来ると言われる東京湾大震災。千葉県呉竹会、
団結して日頃の勉強にあたりたいと思っています。是非皆様、勉強
会にもご参加ください。 （支部会長　近藤　昌之）
【連絡先】支部会長　近藤　昌之・事務局長　安藤　治彦
〒273-0031 千葉県船橋市西船4-24-11 KMCビル
電話 047-495-9030 事務局Ｅメール ando@cmc-g.jp

2011年勉強会実績 2012年勉強会予定
１月 花粉症治療 花粉症
２月 クレーム対応想定実技 主訴取り
３月 震災対応 震災対応
４月 JDC実技 新患取り
５月 アスター JDC・アスター
６月 Ｏ脚治療 自律神経調整法
７月 マジック実技 症例検討会
８月 使いすぎ症候群 腰部・坐骨神経疾患
９月 スタッフマネージメント 主訴の捉え方
10月 エコー診断法 頚肩部疾患
11月 新患取り 膝・足部疾患
12月 PIA実技 エコー観察解析
日　時：基本的に毎第２金曜日（月によって変更あり）21：30～22：45
参加費：500円　場　所：JR西船橋駅前KMCビル３Ｆ（千葉銀となり）

千 葉 支 部 支 支 部 部 

だ だ よ よ り り 

【連絡先】支部会長　櫻井
　　弘・事務局長　牛込　

信喜

〒371-0842 群馬県前橋市下石倉町22-6

電話 027-251-5382 FAX 027-252-8639
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平成23年度　国家試験合格率 

あん摩マッサージ指圧師 

はり師 

きゅう師 

柔道整復師 

　　　区　　　分 受験者数 合格者数 本校合格率 全国合格率 

58名 

124名 

124名 

58名 

58名 

112名 

111名 

58名 

100.0％ 

90.3％ 

89.5％ 

100.0％ 

93.2％ 

85.2％ 

82.0％ 

92.7％ 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名 
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 鍼灸マッサージ教員養成科　25名 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　30名、Ⅱ部　40名
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　30名
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　60名 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　30名
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　30名 

 ＡＯ入試（社会人１次） ６月24日（日）

 ＡＯ入試（社会人２次） ７月22日（日） 

 ＡＯ入試（高校生１次） ８月５日（日） 

 ＡＯ入試（高校生２次） ９月９日（日） 

 社会人入試１次 ９月９日（日）

 社会人入試２次・推薦入試 　 10月８日（月・祝）

 一般入試１次 11月４日（日）

 一般入試２次 12月９日（日）

 一般入試３次　※定員に達した学科は募集しません １月20日（日）

 一般入試４次　※定員に達した学科は募集しません ２月10日（日）

 一般入試５次　※定員に達した学科は募集しません ３月３日（日） 

①５月27日（日） ②６月17日（日） ③７月８日（日） ④７月29日（日） 
⑤８月19日（日） ⑥９月16日（日） ⑦10月28日（日）
　お問い合わせ　048-658-0001（大宮校　入試事務局） 
　※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

ＡＯ入試１次（鍼灸科・柔道整復科） ７月８日（日）

ＡＯ入試２次（鍼灸科・柔道整復科） ８月５日（日）

ＡＯ入試３次（鍼灸科・柔道整復科）（高校生対象） ９月16日（日）

社会人入試１次 ９月９日（日）

社会人入試２次 10月７日（日）

推薦入試（高校生対象） 10月７日（日）

一般入試 11月11日（日）

特別入試１次 12月２日（日）

特別入試２次 １月20日（日） 

①６月24日（日）②７月22日（日）③８月19日（日）④９月23日（日）
　お問い合わせ　045-471-3731（横浜校　入試事務局） 
　※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

ＡＯ入試１次（鍼灸科・柔道整復科） ７月８日（日）

ＡＯ入試２次（鍼灸科・柔道整復科） ８月５日（日）

社会人入試１次 ９月９日（日）

社会人入試２次 10月７日（日）

推薦入試 10月７日（日）

一般入試１次 11月10日（土）

一般入試２次 12月８日（土）

特別入試 １月27日（日）

鍼灸マッサージ教員養成科１次 10月27日（土）

鍼灸マッサージ教員養成科２次 12月８日（土）

鍼灸マッサージ教員養成科３次 ３月２日（土） 

①５月27日（日）②６月24日（日）③７月22日（日）④８月25日（土）
　お問い合わせ　03-3341-4043（東京校　入試事務局） 
　 ※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

未来の鍼灸師・柔整師をご紹介ください！　呉竹学園　本年度　募集要項 

東京医療専門学校（東京校） 呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校） 呉竹医療専門学校（大宮校） 

東京医療専門学校（東京校） 呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校） 呉竹医療専門学校（大宮校） 

学
校
説
明
会 

入
試
日
程 

募
集
学
科 

呉竹学園 本年度 入試スケジュール 

呉竹学園 本年度 年間行事スケジュール 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

10月 

３月 

入学式（２日）　 体育大会（27日） 入学式（２日） 入学式（３日） 

体育大会（31日） くれたけ会総会（19日） 

くれたけ祭（２日） 

呉竹会総会・卒業生の集い（27日） 
 

中国短期留学（７月28日～８月６日） 中国短期留学（７月28日～８月６日） 中国短期留学（７月28日～８月６日） 

ご協力お願い申し上げます 呉竹会 維持会費納入 呉竹会 維持会費納入 呉竹会 維持会費納入 
　呉竹会ではこの「くれたけだより」誌発行をはじめ、様々な校友会の活動をご支援いただくため、維持会費納入
をお願いしております。これからの校友会発展のためにもご支援をよろしくお願い申し上げます。 

今回同封の振込用紙にて、一口1,000円以上でのご入金をお願いします。振込用紙を使用されない場合でも、下記口座に 
お振込頂きますようお願い致します。　　 みずほ銀行　四谷支店　普通口座　　口座番号：1462711　口座名：呉竹会 

納入方法 

卒業式（15日） 卒業式（14日） 卒業式（13日） 

呉竹医学会（19日）　呉竹祭（20日） 呉竹医学会（19日） 呉竹医学会（19日）　学園祭（21日） 

 

〒160-0008 東京都新宿区三栄町三番地 

東京医療専門学校内 
電話 03-3341-4043　FAX 03-3358-3976

《編集委員》同窓生代表：堀口　三恵子 
　　　　　　教員：大三川　万起子・松峰　理真 
　　　　　　事務：須藤　昌隆 

ホームページ　http://www.kuretake.ac.jp/

発　行　所 呉 竹 会 
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号
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に
掲
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き
ま
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高
田
　
靖
夫
　
　
昭
52
年

井
上
　
敬
太
　
　
平
２
年

白
井
　
正
之
　
　
平
４
年

大
三
川
万
起
子
　
平
11
年

河
田
　
　
渉
　
　
平
12
年

大
谷
　
公
貴
　
　
平
22
年

波
多
野
知
子
　
　
昭
49
年

横
道
　
正
毅
　
　
平
15
年

内
田
千
加
子
　
　
平
22
年

亀
田
　
辰
夫
　
　
平
22
年

塚
羽
　
照
雄
　
　
昭
38
年

奥
村
　
時
子
　
　
昭
60
年

遊
亀
　
泰
子
　
　
昭
63
年

塚
本
　
芳
子
　
　
平
２
年

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼
　
　
灸
　
　
科

柔
　
道
　
整
　
復
　
科

教
　
員
　
養
　
成
　
科

ご
協
力 

　
あ
り
が
と
う 

　
　
ご
ざ
い
ま
す 

ご意見・ご感想含め、勉強会など活動報
告をご一報ください。取材及び「くれたけ
だより」に掲載させて頂くこともござい
ます。
ご連絡は、下記呉竹会発行所までよろし

くお願い致します。 （担当：須藤）


